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資料３



悩ましい課題リスト

GAFA/BATISに勝つにはIoTにこそ勝機があるというが本当なのだろうか． 

⽇本はモノ作りに⻑けており，製造業が強いというが本当か． 

そもそもIoTに成功例があるのか．成功へのアジェンダはあるのか． 

⼈⼝減少社会にはAIによる⾃動化が不可⽋というが，経済効果のある好例はあるのか． 

⽇本のICTの停滞はICT企業への⼈材退蔵が主因ならばどうすれば良いか．
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ドメイン技術通信を伴うデジタル化
IoT = ICT + OT (Operational Technology)

IoT + AI ＝⾼度なマッチング機能の実現に加えて，これまで
コンピュータとは無縁だった産業の⾃動化・⾃律最適化，

Society 4.0はICT， Society 5.0はAIの時代．

SOCIETY 5.0の理解
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AIはICTと不可分であり，AIへの投資＝ICTへの投資と理解する．



Fulfillment Progress
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Blueprinting（概念設計）

Instrumentation（実装設計）

Pilot & ROI（仮説検証）

Scale（展開

Machine  Data Analysis（データ解析）

System of Systems（システム連結）

Time

壁

IOT CUSTOMER JOURNEY



IOT+AIに関する議論
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IoTの費用対効果：儲からない．

GE PREDIXの成功例は JET ENGINEの保守か．

ICTリソースとOTリソースの乖離：まともな会社がない．

プラットフォーム志向の欠如：エコシステム設計者がいない．

結果と手段・コストの相克：鶏と卵問題　だからPoC＆ROIが大事

セキュリティは発展途上

ベストプラクティスがまだ共有されていない．



PROJECT MANAGER VS. PRODUCT MANAGER
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プロダクトマネージャーの視点 
Product managers own "What" and "Why". 
ユーザー課題の解決 
技術的実現可能性 
経済性（ビジネスモデル、4P整合性）

http://tannomizuki.hatenablog.com/entry/2015/08/15/092259

プロジェクトマネージャーの視点 
Project managers own "How" and "When". 
品質（要件の充⾜と不具合の少なさ） 
開発コスト 
リリーススケジュール

ICT産業内にはもはやProduct Manager育たないのではないか．



NATIONAL ROBOTICS ENGINEERING CENTER, CMUの 
⾃律⾃動化のケーススタディ (2014)

時給$15x10週間 
＝$6000/⼈年 

x500⼈＝＄３M

時給$50x52週間 
＝$104,000/⼈年 
x75⼈＝＄7.8M

時給$25x52週間 
＝$52,000/⼈年 

x5000⼈＝＄260M

時給$62x52週間 
＝$124,800/⼈年 
x500⼈＝＄62M
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このうちどれが成功したかを計算できるエンジニアは⽇本には皆無．



http://seekingalpha.com/article/3387605-assessing-ges-software-opportunity?page=2

OT

ICT
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ICTとOTのDualityを持つGEの例．

http://seekingalpha.com/article/3387605-assessing-ges-software-opportunity?page=2


スマート農業向け システム&サービス スタック
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ここがポイント



 10



 11

https://www.youtube.com/watch?v=_ulh8x8SDWk&t=21s

Small Factory 4.0 第四次「町⼯場」⾰命を⽬指せ! IоTの活⽤により、たった3年で「未来のファクトリー」となった町⼯場の構想と実践のすべて  

⽊村 哲也（旭鉄⼯株式会社，i Smart Technologies 株式会社 代表取締役社⻑） 

⾒える化から始める．現場を巻き込む．みんなで考える．システムを＿相当＿廉価
に作る（クラウド利⽤は必然）．経営判断の早い中企業と組む．

https://www.youtube.com/watch?v=AanyOK3_yQU
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挑戦者の
領域 

（〜2015)

とりあえずクラ

ウド移⾏の領域

＠システム更改

(2015〜）

問題外
の領域

クラウ

ドネイ

ティブ

の領域

⽬指す

領域
スタート

アップの

領域

クラウド導⼊は⼊札で！
クレジットカードがない請求代⾏お願い，定額ね！

ITインフラを変動費化したい
プロジェクトベースで 

クラウド移⾏

PoC⽌まり症候群の壁

近畿⼤学の業務システム基盤

BandaiのIT基盤

外注丸投げ 
思考停⽌症候群の壁

クラウドインテグレーター 
に丸投げ（これは悪くない！）

武闘派CIOの存在

⽇経デジタル

東急ハンズ

フジテック

メルカリ(AWS+GCP)

  クックパッド

  Abeja

  SkyDisc(製造現場の 
不具合判定 by AWS AI)

Biz Design -> Architecture Design -> Instrumentation -> Operation 
By Iret, Server Works, etc. 

AIの果実

組織のIT化

壁は無い！武闘派CIOの存在Prototype -> Product 
技術⼒の⾶躍が必要 

私の阪⼤チーム 
イマココ

Fast Retailing

旭鉄鋼

クラウド利⽤（＝AI利⽤）曼荼羅



基礎研究 応用研究 開発
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事業化

将来の実社会が克服べき課題

研究動機 事業動機

グローバルな技術プール ここを俯瞰的に見るのが技術経営

研究開発体制はリファクタリング対象



 14–Prof. Henry Chesbrough
Innovation = Invention + Business Model

+

AI経済における研究開発に関して
これまで乖離していた研究＝事業＝教育が三位⼀体にできる機会 

技術と事業経営の⼆元性を理解したトップマネージメントが増える期待．．． 

中⼩企業に対して，技術＋ビジネスコンサルできる機関があれば勝機． 

R&Dアウトソーシング可能な技術開発型スタートアップ，公的研究機関・⼤学の外縁整備．


